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論 文 内 容 要 旨
種子の発芽性は,種 子形成過程の環境によって著しく変異することが従来か ら指摘されてき
た。この事実は採種の実際面において極めて重要であるばかりでなく,発 芽生理をはじめ種の
分化や適応,進 化等を理解する上でも重視すべき現象として,古 くか ら関連分野の研究者によ
って注目されてきた。
しか し,か かる現象は広 く認められているにもかかわらず,そ の解析的研究は少な く,と く
に,種 または品種聞で認められる,光 感受性種子の発芽特性を種子形成期における環境に対応
させて追究したものは見当らない。
本研究は,光 感受性を もつ レタス種子,と くに両親を同じくする雑種後代として育成された
2品 種,"暗 発芽性:MSU15(光 により発芽が抑制される性質)"と 軒光発芽性:MSU16
(光により発芽が促進 され る性質)"種 子ρ発芽を種子形成期の環境条件に対する反応 と関連
させて比較検討し,光 感受性種子の特性を明 らかにすることを目的としたものである。1
1種 子 形 成 に 及 ぽ す 霞 境 条 件 の 影 響
種 子 の 形 態 や 発 芽 性 に及 ぼす 種 子 形 成 期 の 環 境 の 役 割 を 明 らか に す るた め 日長 と温 度 とを組
み 合 わ せ た4つ の 条 件(短 日 ・低 温:SD・LT,短 日 ・高 温lSD・HT,長 日 ・低温:L








境区の種子力塙 い発芽率を示 し,発 芽力の














































































































































































































∬ 発 芽 力 形 成 と 休 眠 誘 導 期 に お ける 種 子 の 光感 受性
種子の発育に伴なう発芽力形成と休眠誘導期の種子の光発芽特性を調べるため,赤 色光(R)










































































































































形成期に,種 子形成環境(b如 何にかかわらず,遠 赤色光によ って発芽が抑制された。 しか し休
眠誘導期では長 日区の種子は,赤 色光 による発芽促進が認められたが,短 日区の種子では依
然として強い遠赤色光の抑制が認められた(第2図,A)














これ らの暗所での発芽率に対応 して明所での発芽率を調べ,両 者の発芽率(ρ差をもって光に
.
よる発芽聯 規 肇 鮒 の結畢 勘 た(第4図)・
































































































































第3図 乾燥 貯蔵 中にお ける暗所 での発芽率の変動'第4図 暗 所 発 芽 率 の 変 動 に 及 ぼ す 光効 果
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MSU15の 高 温 区の 種 子 の発 芽 は,貯 蔵期 間 を通 して暗 発 芽 性 を 示 した 。 しか し,低 温 区の
種 子 は,収 穫 直 後 は暗 発 芽 性 を 示 し,光 に よ り発 芽 が 抑 制 され た。 また,温 度 条件 に 関係 な く
長 日区 で は貯 蔵60日 目,短 日 区で は120日 目以 後 に な る と,明 らか に光 によ り発 芽 が 促 進 さ
れ 光 発 芽 性 を 示 す よ うに な った 。 しか し,さ らに貯 蔵 が 進 む につ れ,両 処理 区の 種子 は と もに
光 に対 し反応 を 示 さ な くな った(第4図)。
一 方
,MSU16で は高 温 区 の 種 子 は 収 穫 直後,暗 発 芽 性 を,ま た 低 温 区の 種 子 で は光 発 芽 性
を 示 す 。 こ の傾 向 は,発 芽 率 の 高 低 が 若 干 認 め られ は す る が,貯 蔵 期間 中変 らなか った 。
この よ うに,貯 蔵 に伴 な う種 子 の発 芽 性 の 変 化 は 品 種 な らび に種 子 形 成 期 の環 境 に よ って 差
異 が 認 め られ た 。
2)単 色 光 に よ る 光 中 断 効果
前 述 した発 芽 時 の 光 に対 す る 反応 性 を,さ らに 単色 光 の 光 中 断 に よ って検 討 した 。
そ の結 果,両 品種 の種 子 は貯 蔵期 間 中,一 貫 して 赤色 光 に よ る発 芽 促進 が 認 め られ る(第5
図)。 しか し,両 品 種 の 種 子発 芽 に 及 ぼ す遠 赤 色 光 お よび 青 色 光 に よ る発芽 抑制 は収 穫 直 後の
み 認 め られ た(第6図)。Germ(oノ ・)
このように,後 熟過程での光中断の結果認 至
め られ・発芽の変動に関 ・ては,品 種および 茎20
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第5図 暗 所 で の 発芽 率 の 変 動 に 及 ぼ す赤











































第6図 暗 所 で の 発 芽 率 の 変 動 に 及 ぼ す 青
色 光 と遠 赤 色 光 に よる 光 中 断 の効 果
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3)貯 蔵 過 程 中 にお け る3つ の発 芽 変 動 期 の存 在
両 品 種 の乾 燥 貯 蔵 過 程 中に み られ る種 子 発 芽 の 変 動 パ ター ンに は,3つ の 異 な る内 容 を も っ
た 変 動 期 の あ る こ とが 認 め られ る(第3図 一 第6図)。
変 動第1期 は,収 穫 直 後 か ら貯 蔵 後3カ 月 間 の期 聞 で あ り,こ の 時 期 で は 種 子 形 成期 の環 境
条 件 が 発 芽性 に著 し く影 響 す る。 その 特 徴 は 品種MSU15が 暗 発 芽性 を,ま たMSU16は 光 発
芽 性 を 示 し(第4図,第5図)な が らも両 品 種 と も青 色 光 お よび 遠 赤 色 光 によ って,そ れ らの
発 芽 が抑 制 され る こ とで あ る(第4図,第6図)。
変 動 第2期 は貯 蔵4カ 月 か ら8カ 月 まで の 期 間 で あ り,低 い 暗 所 で の 発芽 率 を 示 す(第3図)。
こ の時 期 で は 青色 光 お よ び遠 赤色 光 に よ る発 芽 抑 制 は み られず,逆 に赤 色 光 に よ る著 しい 発 芽 促
促進 が 明確 に認 め られ る(第5,6図)。
変 動 第3期 は貯 蔵 後9カ 月 か ら12カ 月 まで の期 間 で あ る。MSU15で は 明暗 いず れ の 場 合
も高 い 発 芽率 を示 し,単 色 光 に対 し反応 が弱 くな る。 一 方,MSU16で は この時 期 に もな お 光
に対 す る 反応 性 を も ち,赤 色 光 によ る発 芽 促進 が 認 め られ る。
この よ うに 、後 熟 の 進 行 に伴 な う3つ の発 芽 の 変 動 期 は,い ず れ の 品 種 に も認 め られ た 。
4)種 子 のAgingに 伴 な う光 感 受 性 の 変動 に つ い て
これ ら3つ の変 動 期 の 代 表 的 な種 子(収 穫 直 後,貯 蔵240日 目,貯 蔵360日 目)を 用 い て,
各 時 期 に お け る特 徴 を,さ らに 究明 す る ため,8つ の 異 な る波 長 域 の 光 に対 す る 感受 性 を 検 討
した 。
そ の結 果,両 品 種 の 種 子 と も に,400㎜ か ら459㎜ ま で の青 色 光 と,612㎜ か ら660nmま
で の 赤色 光 お よ び700㎜ か ら730㎜ まで の遠 赤 色光 に対 す る発 芽 様 相 は,種 子 のAgingに 関係



























































しか し,492㎝ か ら550nmま で の 光,と くに492㎝ の 青 色 光 下 で の 発 芽 様 相 は,種 乎 の
Agingに よ って 著 し く異 な った 。 す な わ ち,収 穫 直 後 の 種 子 発 芽 は492㎜ の 光 で抑 制 され る
が,360日 目の 種 子 発 芽 は同 じ波 長 光 で100%の 発 芽 率 を 示 し,両 品 種 と も492㎜ の 光 に対
す る感受 性 が,種 子 のAgin9に よ って著 し く変 化す る こ とが 認 め られ た 。
以上 の結 果 か ら,乾 燥 貯 蔵 中 に認 あ られ る発 芽 性 の 変 動は 品 種 間 の差 異 は な く,492nmの
光 に対 す る種 子 の 感 受 性 と密接 に 関 係 す る もの と考 え られ る 。
IV包 被 組 織 の 色 と 光 発 芽 性 お よ び 暗 発 芽 性 と の 関 係
す で に述 べ た よ うに レタス種 子 の 発芽 は,光 に対 応 して暗 発 芽 性 種 子(白 色 種子)と 光 発芽
性 種子(黒 色 種 子)と に 区別 され る が,そ の光発 芽 特性 の発 現 は 種 子 形 成 期 の 環境 条 件 と密 接 に
関 連 して お り,MSU15の 暗 発 芽 性 は種 子 形成 期 の 短 日条 件 に よ って,MSU16の 光 発 芽性 は
低 温 条件 に よ って 誘導 され た(第1図)。
しか し,収 穫 後 乾燥 貯 蔵 中 に お け る両 品 種 の 発芽 様 相 を調 べ る と,3つ の変 動 期 が 認 め られ
た 。 変 動 第1期 で は 両品 種 の異 な る発 芽 性 が 明確 に 認 め られ た。 変 動 第2期 以 降 に は か か る 傾
向 は 認 め られ ず,MSU15は 暗発 芽性 で あ るに もか か わ らず 逆 に光 発 芽 を 示 した 。 さ らに変 動
第3期 にな る と両 品 種 と もに 光 に 対 す る感受 性 は弱 くな った 。 ま た,単 色 光 の 光 中 断 実験 に よ
って も3つ の 変 動 期 が 確 認 され た 。 しか し,こ の 場 合 に は3つ の時 期 と も両 品 種 間 の 差異 は全
く認 め られ なか った(第5,6図)。
す な わ ち,暗 発 芽 と光発 芽性 に つ い て 認 め られ る 品種 間 の差 異 は,変 動 第1期 にの み確 認 さ
れ た 。 しか し,こ の 現 象 は 白 色 光 で 認 め られ る事 実 で あ り,単 色 光 下 で は認 め られ なか った 。
この よ うな光 に 対す る反 応 の違 い は 種 子 の 色 の 違 い に よ る包 被組 織 の吸 光 波 長 域 の 差 異 に 起 因
す る もの と考 え,両 品 種 の種 子 内部 に 吸 収 され る光 波長 域 を 調べ た 。 そ の結 果,MSU15の 白
色 種 子 は7QOnm以 上 の 光 を ほ とん ど吸収 しな い が,MSU16の 黒 色 種 子 は,全 て の 波 長 光 を
吸収 し,と くに730mlの 光 を 特 異 的 に吸 収 す る こ とが 認 あ られ た(第8図)。
この こ とか ら,MSU15の 種 子 内部 に は発 芽 を誘 起 す るPFR型 の フ ィ トク ロ ムが 種 子 の 完 熟
期 に,MSU16に 比較 して よ り多 量 に 蓄積 され る可 能性 が 強 い の に 反 して,MSU16で はMS
U15よ り逆 にPFR型 の 蓄 積 が 少 な い も.のと考 え られ る。 さ らに この 傾 向 は両 品 種 と もに 種 子 が

































ノ ωねP及物 幽 蘇 ア
一83一
審 査 結 果 の 要 旨
種子の発芽性は,種 子形成課程の環境によって著 しく変異することが従来から指摘されてきた。こ
D事実は採種の実際面において極めて重要であるぽか りでなく,発 芽生理をはじめ種の適応,進 化等
を理解する上でも重視すべき現象として 、古くから注 目されている。
しかし,か かる現象は広 く認められているにもかかわ らず,そ の解析的研究は少く,と くに種また
ま吊種間で認められ光感受性種子の発芽特性を種子形成期における環境に対応 させて追究 したものは
亟く限られている。
本研究は,光 感受性をもつレタス種子,と くに両親を同 じくする雑種後代として育成された2品 種,
"暗発芽性:MSU15"と"光 発芽性:MSU16"の 種子の発芽を種子形成期の環境条件に対す
6反応と関連させ比較検討 し,光 感受性種子の特性の一側面を明らかにしたものとして,農 学博士の
津位を授与するに値いする。
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